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よもぎた

蓬中生が蓬生園で
ボランティア活動



テ ーマ

創造・発展・豊かな郷土

第18回　蓬田村民祭

十
一
月
三
日
、
第
十
八
回
村

民
祭
（
最
上
重
雄
運
営
委
員
長
）

が
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の

村
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
古
川
正
隆

村
長
が
「
み
ん
な
が
協
力
し
合

い
交
流
を
深
め
、
意
義
あ
る
村

民
祭
に
し
ま
し
よ
う
。」
と
開

会
を
宣
言
し
、
花
火
の
合
図
で

全
コ
ー
ナ
ー
を
一
斉
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
待
ち
わ
び
て
い

た
村
民
は
野
菜
や
ほ
た
て
、
鮮

魚
の
即
売
と
商
工
会
の
ス
タ
ン

プ
交
換
セ
ー
ル
で
目
当
て
の
品

を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
内
に
は
生
け
花
、

陶
芸
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
の

手
工
芸
品
、
川
柳
、
書
道
、
絵

画
の
文
芸
作
品
、
自
慢
の
盆
栽

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
会
が
運
営
す

る

焼
き
そ
ば
コ
ー
ナ
ー
も
大
繁
盛

で
地
区
の
会
長
た
ち
が
汗
だ
く

に
な
り
そ
ば
を
焼
い
て
い
ま
し

た
。午

後
に
は
ス
テ
ー
ジ
で
ア
ト

ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
津
軽

民
謡
手
踊
愛
好
会
と
連
合
婦
人

会

や
郷
沢
母
親
ク
ラ
ブ
な
ど
村

内
の
各
種
団
体
か
ら
十
三
グ
ル
ー

プ
百
六
十
人
が
出
演
、
住
民
参

加
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し

み
ま
し
た
。
最
後
の

「
蓬
田
音

頭
」
で
は
、
出
演
者
も
観
客
も

一
緒
に
な
っ
て
踊
り
の
輪
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
村
民

祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し

た
。

蓬田村民祭 2
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第
五
回
　
福
祉
と
健
康
ま
つ
り

ふ
れ
あ
う
福
祉
・
め
ざ
せ
健
康

十
月
十
八
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン

タ

ー
に

お

い
て

「
ふ
れ
あ
う
福
祉

・
め
ざ
せ
健

康
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
五
回

福
祉
と
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
青
森
保
健
所
と

役
場
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

村
社
会
福
祉
協
四更
二
な
ど
が
行
っ

て
い
る
福
祉
と
保
健
に
関
す
る

コ
ー
ナ
ー
を
会
場
一
杯
に
展
示

し
て
、
担
当
者

が
介
護
用
品
の

使
い
方
を
説
明
し
た
り

、
減
塩

料
理
な
ど
普
段
の
食
生
活
に
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
健
康
管
理
と
脳

卒
中
の
予
防
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
し
た
。

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
保
健
婦

や
職
員
に
血
圧
や
骨
密
度
を
測

定
し
て
も
ら
っ
た
り
、
歯
科
保

健
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
足
を
運
び
、

普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

相
談
し
て
い
ま
し

た
。

ま
た
、
青
森
市
の
ま
ち
だ
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
町
田
光
司
院

長

が
「
肺

が
ん
予
防
」

と
題
し

て
記

念
講
演
を
行
い

、
「
肺

が

ん
は
た
ば
こ
に
危
険
因
子

が
あ

る
と
い
わ
れ
、
非
喫
煙
者
に
比

べ
た
ば
こ
喫
煙
者
の
肺

が
ん
患

者
が
約
五
倍
で
す
。
ま
た
、
周

り
の
人
に
与
え
る
影
響
も
高
く
、

喫
煙
者
で
な
い
妻
へ
の
影
響
も

二
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
肺

が
ん
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、

元

気
で
楽
し
い
豊
か
な
地
域
社

会
を
つ
く
り

ま
し

よ
う
。
」
と

自
ら
の
禁
煙
体
験
と
医
師
の
立

場
か
ら
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

今
年
で
三

回
目
に
な
る
ヘ
ル

シ
ー
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

、

主
婦
十
二
人
が
腕
を
ふ
る
い

、

お
か
ず
と
デ
ザ
ー
ト
の
料
理
を

出
品
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
カ

ロ
リ
ー
や
塩
分
を
控
え
目
に

、

ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
地
域

の
特
産
野
菜
を
活
用
し

、
い
つ

も
冷
蔵
庫
に
入
っ
て
い
る
材
料

を
使
っ
て

、
ヘ
ル

シ
ー
に
こ
だ

わ
り
ま
し

た
。
審
査
員
も
身
近

に
あ
る
材
料
を
使
い
、
い
か
に

ヘ
ル

シ
ー
に
仕
上
げ
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
中
沢
地
区
の
坂
本
睦
子
さ

ん
が
出
品
し

た
「
糸
コ
ン
と
二

ラ
の
ナ

ム
ル
風
」

と
「
五
目
豆

腐
」
が
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後

、
試
食
会
が
開

か
れ
参
加
者
は
お
に
ぎ
り
を
手

に
コ
ン
テ
ス
ト
の
料
理
を
お
か

ず
に
し
て
昼
食
を
楽
し
み
、
二

十
四
品
の
料
理
は
瞬
く
間
に
平

ら
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲坂本睦子さんの大賞作品

3　●福祉と健康まつり



火災に備えて

秋季火防演習を実施
秋
季
火
防
演
習
秋
季
火
防
演
習
十
月
二
十
五
日
、
蓬
田
村
消

防
団

（
吉
田
初
男
団
長
）

は
有

事
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
整
え

る
た
め
、
瀬
辺
地
地
区
で
強
風

下
に
火
災

が
発
生
、
延
焼
の
恐

れ
あ
り
と
想
定
し
、
秋
季
火
防

演
習
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
午
前
八
時
二
十
八

分
に
火
災
発
生
の
通
報
が
あ
り
、

役
場
か
ら
サ
イ
レ
ン
の
報
知
で

村
内
八
分
団
、
百
二
十
五
名
の

消
防
団
員
が
出
動
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
火
災
現
場
に
到
着
し

た
団
員
は
、
地
域
住
民
が
見
守

る
中
き
び
き
び
し
た
動
作
で
消

化
活
動
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で

最
大
の
ポ
ン
プ
自
動
車
五
台
の

中
継
も
手
際
よ
く
行
わ
れ
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し

通
報
か
ら
約
十
八
分
で
鎮
火
さ

せ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
団
員
は
玉
松
台
場

ま
で
分
列
行
進
を
行
い
士
気
を

高
め
、
人
員
・
機
械
器
具
の
点

検
報
告
に
続
き
、
古
川
正
隆
村

長

、
木
村
達
史
蟹
田
警
察
署
次

長
の
検
閲
を
受
け
ま
し
た
。
続

い
て
、
吉
田
団
長
が
「
わ
れ
わ

れ
消
防
人
は
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
使
命

を
担
っ
て
い
ま

す
。
週
一
度
は
地
域
を
巡
回
し
、

指
導
・
啓
蒙
を
図
り
無
火
災
の

村

を
目
指
し
ま
し
よ

う
。」

と

訓
示
し
ま
し
た
。

演
習
後

、
団
員
は
ポ
ン
プ
自

動
車
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て

村
内
を
パ
レ
ー
ド
、
毎
戸
に
チ

ラ

シ
を
配
布
し

、
火
災
予
防

を

呼
び
掛
け
ま
し

た
。

秋季火防演習 4



～
な
く
そ
う
交
通
事
故
～

高
齢
者
交
通
安
全
教
室
開
催

全
国
的
に
高
齢
者
の
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
る
た
め
、
村

か
ら
高
齢
者
の
交
通
事
故
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
各
自

治
会
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
約
三

十
五
人
や
村
内
の
一
人
暮
ら
し

の
老
人
に
対
し
て
、
十
月
八
日

と
二
十
九
日

、
高
齢
者
交
通
安

全
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
に
対
し

て
は
、
蟹
田
警
察
署
和
久
交
通

課
長
が
蟹
田
警
察
署
管
内

の
交

通
事
故
状
況
の
説
明
や
高
齢
者

向
け
の
交
通
安
全
ビ
デ
オ
を
使
っ

て
解
説
を
行
い
、
そ
れ
に
つ
い

て
参
加
者

が
日
頃
の
自
分
の
行

動
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、

話
を
聞
き
熱
心
に
質
問
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
最
上
郁
二
蓬
田
駐
在

所
長
は
、
村
内
の
一
人
暮
ら
し

の
老
人
約
三
十
人
に
対
し
て
、

交
通
事
故
や
悪
質
な
訪
問
販
売

等
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

を
わ
か
り
や
す
く
身
振
り
手
振

り
を
交
え
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
話
し
、
出
席
し
た
皆
さ
ん

も
笑
い
な
が
ら
楽
し
い
雰
囲
気

で
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

村
交
通
安
全
母
の
会
（
中
川

菊
美
会
長
）
も
一
人
暮
ら
し
の

老
人
宅
を
訪
問
し
て
、
夜
間
の

外
出
時
身
に
付
け
る
反
射
材
や

り
Ｉ

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

▼履物や腕に反射材を付けて事故予防▼

蓬
中
生
が
蓬
生
園
の

お
年
寄
り
と
交
流
！

蓬
田
中
学
校
で
は
こ
れ
か
ら

の
高
齢
化
社
会
に
向
け

、
村
の

福
祉
活
動
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
高

め
な

が
ら

、
交
流
を
深
め
よ
う

と
十
一
月
十
一
日
は
三
年
生
、

十
六
日
は
二
年
生
、
十
九
日
は

一
年
生
と
三
日
間
に
分
け
て
蓬

生
園
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

蓬
中
生
は
、
車
い
す
や
入
所

者
の
部
屋
を
隅
々
ま
で

き
れ
い

に
掃
除
し
た
り
、
洗
濯
を
手
伝
っ

て
清
掃
奉
仕
を
し
ま
し

た
。
そ

の
後
、
蓬
生
園
職
員
の
皆
さ
ん

に
高
齢
化
社
会
の
現
状
を
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
ご
ろ

練
習
し
て
い
る
歌
を
楽
器
を
使

い
な
が
ら
合
唱
し
、
お
年
寄
り

か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
年
寄
り
に
自
分

で
作
っ
た
名
刺
を
渡
し
て
自
己

紹
介
し
、
ゲ
ー
ム
や
お
手
玉
を

し
た
り
、
歌
を
一
緒
に
歌
っ
た

り
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

高齢者交通安全教室開催５



気分は公立大生

カメラ ア　イ

廃品回収でリサイクル

11月14日、東郡の６町村の中学生が青森市合

子沢にある青森公立大学に１日体験入学しまし

た。

このイベントは、青森市と東郡の６町村で組

織する青森地域広域事務組合が、組合で設立し

た大学を地域の皆さんにもっと知ってもらうた

めに実施したものです。

本村からも４人参加し、69 人の生徒たちが

「パソコン」や 「中学生でもわかる経済学」を

勉強しました。また、広い学生食堂で昼食を食

べたり、大学構内を見学したりして他町村の生

徒だちと交流を深め、公立大生の気分をちょっ

ぴり味わいました。

10月25日、村子ども会育成連絡協議会（坂

本勇一会長）は、古新聞や古雑誌、空き瓶な

どのリサイクルを目的とした回収活動を行い

ました。

この日は好天に恵まれ、参加した子どもと

育成者約100人は、朝８時から各家庭より協

力されたリサイクル品をトラックで回収し、

玉松海水浴場駐車場に運びました。

集められた古新聞や古雑誌は19 t、ビール

瓶などの空き瓶は4, 480本でこのリサイクル

品は、青森市内の業者に買い取ってもらい、

子ども会活動に役立てます。

カメラアイ 6



●
創
造
で
　
明
日
を
開
こ
う
　

新
世
紀
　
　
　
　
　
　

啓
　

子

●
新
幹
線
　

白
寿
の
祀
　

予
約
済
　
　
　
　
　
　
　
　

勇
　

三

●
年
金
で
　
老
後
楽
し
み
　

幻
か
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
　

美

●
先
見
つ
め
　

思
い
を
練
っ
て
　

創
造
す
　
　
　
　
　

治
　

郎

●
創
造
で
　

若
者
を
呼
ぶ
　

過
疎
の
村
　
　
　
　

昭
　

夫

●
創
造
力
　

育
っ
て
ほ
し
い
　
蓬
っ
子
　
　
　
　

絹
　

枝

●
創
造
の
　

心
育
て
る
　

父
と
毋
　
　
　
　
　
　

年
　

栄

●
創
造
力
　

子
供
は
親
を
　

タ
マ
ゲ
さ
せ
　
　
　

藤
　

久

冬
到
来
。

ス
キ
ー

、
ス
ノ

ー
ボ
ー

ド

の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た

。

体
調
を
崩

さ
な
い
よ
う
健

康
管
理
に
は
十

分
注
意
し

、

冬
を
楽
し
み

ま
し

よ
う

。

愛の献血ありがとう

防犯灯寄贈
10月22日、東北電力株式会社青森営

業所より、村に防犯灯７基が寄贈され

ました。

村では、街路照明が不足している個

所、各地区から要望のあった個所に取

り付けをお願いし、地域住民の安全に

役立てていきます。

牛の野下げ

冬到来を前に10月30日と11月16日、村

営牧場で牛の野下げが行われました。

牛たちは春からの放牧生活でたくまし

く成長し、肉牛生産組合（細谷靖信組合

長）の人たちも満足した様子で、手綱を

引きトラックに乗せました。里帰りした

のは雌牛41 頭、子牛15頭でした。

仲間たちと別れた牛たちは、これから

それぞれの農家で牛舎暮らしとなり、３

月ごろからかわいい子牛を出産する予定

です。

11月２日、県赤十字血液センターの巡

回車が村を訪れ、役場前で献血を行いま

した。

今回行ったのは成分献血で、血小板10

人と血しょう６人の村内外16人の皆さん

により、ご協力をいただきました。

善意の献血ありがとうございました。

次回は、２月４日に献血を行う予定で

す。

カメラアイ／川柳北緯41 °7



こ
の
た
び
、
第
八
回
あ
お
も

り
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー

（
団

長
・
木
村
守
男
知
事
）
に
、
蓬

田
村
代
表
と
し
て
参
加
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
青
森
県

長
寿
社
会
振
興
財
団
の
主
催
で
、

豪
華
客
船

「
ふ
じ
丸
」
（
二
三

、

三
四
〇
卜ヽｙ
）

の
船
上
で
、
県
内

に
在
住
す
る
六
〇
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
研
修
を
行
う
と

い
う
も
の
で
す

。

参
加
者
は
、
男
性
百
十
九
人
、

女
性
百
八
十
二
人
の
計
三
百
一

人
で
し
た
。

九
月
十
六
日
、
午
後
二
時
の

出
航
予
定
で
し
た
が
、
台
風
五

号
が
青
森
県
へ
接
近
し
た
た
め
、

一
時
間
繰
り
上
げ
、
雨
と
風
の

中
を
出
航
し
ま
し
た

。

陸
奥
湾
で
台
風
の
過
ぎ
去
る

の
を
待
っ
て
太
平
洋
へ
出
ま
し

た
が
、
翌
日
の
昼
こ
ろ
ま
で
大

し
け

が
続
き
、
ほ
と
ん
ど
の
大

が
船
酔
い
を
体
験
す
る
大
変
な

船

旅
に

な

っ
て

し

ま
い

ま
し

た
。そ

の
た
め
、
十
七
日
の
午
前

中
は
研
修
の
一
部

が
中
止
に
な

り
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
メ

イ
ン
テ
ー
マ
の

「
シ
ニ
ア
の
主

張
」
や
青
森
大
学
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
の
雨
森
所
長
の
講
演
は

予
定
ど
お
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

十

七
日
の
夜
は
、
各
組

二

組
約
四
十
人
の
八
班
編
成
）

が

歌

や
踊

り

の
出

し

物

を
競

う

「
船
上
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が

行
わ
れ
、
昼
ま
で
の
船
酔
い
を

一
遍
に
吹
き
飛
ば
す
盛
り
上

が

り

を
見
せ

ま
し

た
。
（
そ
れ
で

も
何
人
か
は
船
酔
い
の
た
め
欠

席
。）

十
八
日
早
朝
、
無
事
晴
海
埠

頭
に
接
岸
す

る
と
台
風
の
被
害

を
警
戒
し
て

、
乗
船
を
見
送
っ

て
い
た
木
村
知
事
が
駆
け
付
け

ら
れ
、
講
話
を
行
っ
た
後

、
知

事
を
囲
ん
で
組
単
位
の
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
船
後
は
バ
ス
に
分
乗
し
て
、

水
戸
市
の
徳
川
慶
喜
展
示
館
を

見
学

す

る

な
ど

の
陸

上

研

修

を
行
い
、
福
島
県
い
わ
き
湯
本

温
泉
に
一
泊
し

、
十
九
日
の
夕

方
、
蓬
田
村
へ
無
事
に
帰
り
ま

し

た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
県
内
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
大
だ
ち

と
交
流
を
深
め
て
親
し
い
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
交
流
を
生
か
し

「
生

き
が
い
」
の
創
造
に
役
立
て
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｋ

Ａ

Ｓ

Ｏ
ワ

ン

ダ

ー

ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
開
催
！

九
月
十
四

、
十
五
日
の
二
日

間
に
渡
り
、
豪
華
客
船

「
ふ
じ

丸
」
に
お
い
て
、
ｍ

Ｋ
Ａ
ｓ
ｏ

ワ
ン
ダ
ー
3
0ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

青
森
港
堤
阜
頭
に
集
合
し
た
あ

と
バ
ス
で
鰺
ヶ
沢
ま
で
移
動
し
、

日

本
海

拠

点
館

で

開
会

式

を

行
っ
た
後
、
七
里
長
浜
港
の
は

ま
な
す
埠
頭
に
て
出
航
セ
レ
モ

ニ
ー

が
催
さ
れ
無
事
出
航
し
ま

し

た
。

船
内
は
、
百
六
十
三
室
あ
り

六
百
人
が
乗
船
出
来
る
と
い
う

と
て
も
大
き
な
船
で
、
そ
の
中

に

お
い

て
ポ

ー

ト
セ

ミ
ナ

ー

や
、
カ
ク
テ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
等

も
行
わ
れ
、
若
者
五
十
九
人
に

よ
り

「
新
た
な
交
流
拠
点
を
求

め
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
過
疎
脱

却
の
手
段
に
つ
い
て
の
討
論
が

班
を
六
班
に
分
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ
ト
の
一
日
目

は
、
自
己
紹
介
も
兼
ね
て
各
町

村
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
町
村

の
取
組
み
状
況
や
問
題
点
に
つ

い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
ど
の

３人目が室谷君弘さん(宮本)右から２人目が張間覚さん(長科)、

よ
う
に
し
て
問
題
を
解
決
し
て

い
く
か
話
し
合
い
が
さ
れ
、
二

日
目
に
は
、
ま
と
め
た
結
果
を

Ｏ
Ｈ
Ｐ
シ
ー
ト
二
枚
に
記
入
し

各
班
の
代
表
者
に
よ
り
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

若
者
達
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

発
表
に
、
将
来
へ
の
希
望
と
、

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

あおもりシニア洋上セミナー

貴 重 な 体 験
かみぐち　　せいじ上口　 清 次さ ん （長 科 ）

第８回あおもりシニア洋上セミナー
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“
風
邪
に
”

ご
用
心
！

年
に
一
度
は
引
い
て
し
ま
う

「
風
邪
」
。
誰
も
が
く
し
ゃ
み
、

鼻
水
、
鼻
づ
ま
り
、
頭
痛
、
発

熱
、
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
等
の

風
邪
の
症
状
を
経
験
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
風
邪
は
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
お
い
て
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
病
気
な
だ
め

、
「
た
だ
の
風

邪
だ
か
ら
大
丈
夫
」

と
軽
視
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
油
断
は
禁
物

で
す

。
風
邪
は
、
場
合
に
よ
っ

て
は
気
管
支
炎
や
肺
炎
を
引

き

起
こ
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す

し
、
こ
れ
ら
は
悪
化
す

る
と
大

変
危
険
で
す

。
特
に
体
力
や
免

疫
力

・
防
御
力
が
低
下
し
て
い

る
高
齢
者
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

風
邪
か
ら
肺
炎
な
ど
を
引
き
起

こ
し

、
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
強

い
全
身
症
状
を
伴
う
ウ
イ
ル
ス

の
場
合
は
な
お
危
険

が
伴
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
決
し
て
軽
ん

じ
て
は
い
け
な
い
「
風
邪
」
な

の
で
す
が
、
決
定
的
な
予
防
方

法
や
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
私
た
ち
が
で
き
る
の

は
、
風
邪
か
ら
身
を
守
る
こ
と

や
、
風
邪
を
引
い
た
ら
早
め
に

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
今
回
は
本
格
的
な
冬
の

到
来
に
備
え
て
、
風
邪
を
予
防

す
る
た
め
の
方
策
と
万
が
一
風

邪
を
引
い
て
し
ま
っ
た
と
き
に

は
初
期
の
段
階
で
風
邪
を
治
す

た
め
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
部

分
に
焦
点
を
あ
て
て
考
え
て
い

き
ま
し
よ
う
。

「
風
邪
は
万
病
の
も
と
」
と

古
く
か
ら
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
言
葉
に
は
風
邪
に
は
多
く

の
合
併
症
が
あ
る
と
い
う
意
味

と
、
多
く
の
病
気
が
「
風
邪
症

状
」
か
ら
始
ま
る
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
熱
や
だ
る
さ
な
ど
の
全
身

に
出

る
症
状
の
強
い
風
邪
は
、

抵
抗
力
を
低
下

さ
せ
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

（
例
え
ば
、
肺
炎

・
気
管
支
炎

・
急
性
喉
頭
炎
・
中
耳
炎
等
）

が
生
じ
て
き
ま
す

。

①
手
洗
い
・
う
が
い
を
心

が
け

る
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
は
大
と
人

の
手
を
伝
わ
っ
て
感
染
し
た
り
、

空
気
感
染
を
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
他
の
大
に
う
つ
さ
な

い
、
あ
る
い
は
他
の
大
か
ら
う

つ
さ
れ
な
い
た
め
に
も
外
出
か

ら
戻
っ
た
ら
、
せ
っ
け
ん
を
付

け
て
き
れ
い
に
手
を
洗
う
（
そ

し
て

き
れ
い
に
手

を
拭
く
）
、

う

が
い
を
す

る
と
い
う
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

②
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

寝
不
足
や
残
業
で
疲
れ
が
た

ま
っ
て
い
る
と
風
邪
を
引
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
十
分
睡
眠
を

取
り
、
一
日
の
疲
れ
を
解
消
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食
事

を
取

る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

③
体
を
鍛
え
る

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
各

自
に
あ
っ
た
運
動
を
し
て
、
体

力
を
つ
け
、
抵
抗
力
を
高
め
ま

し
よ
’つ
・

④
厚
着
し
過
ぎ
な
い

外
気
の
温
度
変
化
に
対
す
る

適
応
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に

も
、
必
要
以
上
の
厚
着
は
避
け

て
活
動
し
や
す
い
服
装
に
し
ま

し
よ
う
。

⑤
室
内
の
換
気
と
湿
気
に
注
意

空
気
が
よ
ど
ん
で
い
た
り
、

乾
燥
し
て
い
た
り
す
る
と
ウ
イ

ル
ス
に
と
っ
て
好
都
合
な
環
境

と
な
り
ま
す
。
特
に
冬
場
は
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
た
め
、
時

々
換
気
を
し
、
湿
度
に
も
注
意

し
ま
し
よ
う
。

①
体
を
温
め
、
安
静
に
す
る
と

と

も
に
、
空
気
の
乾
燥
に
注

意
し
、
睡
眠
を
十
分
に
と
る
。

②
食
事
は
、
消
化

が
よ
く
口
当

た
り
の
い
い
も
の
（
卵
入
り

の
お
か
ゆ
や
鍋
料
理
、
シ
チ
ュ

ー
な
ど
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

・

Ｅ

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

柑
橘
類
な
ど
を
特
に
気
を
付

け
て
取
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
食

べ
ま
し
ょ
う
。

③
体
内
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た

め
に

、
適
当
量
の
塩
分
が
含

ま
れ
た
水
分

（
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
な
ど
）

を
十
分
取
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
子

ど
も
の
水
分
不
足
（
脱
水
）

は
状
態
を
急
速
に
悪
化
さ
せ

る
の
で
注
意

が
必
要
で
す

。

④
入
浴
後
は
湯
冷
め
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
室
温
は
1
8～
2
0
度
、
湿
度
は

5
0～
7
0％
く
ら
い
に
保
ち

、

と
き
ど
き
換
気
を
し
て
き
れ

い
な
空
気
に
入
れ
替
え
ま
し
よ

⑥
タ
バ
コ
は
鼻
の
粘
膜
を
傷
つ

け
、
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
容

易
に
し

、
室
内
の
空
気
も
汚

し
ま
す

。
な
る
べ
く
タ
バ
コ

は
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

保健コーナー

◆
風
邪
は
万
病
の
も
と
？

◆
風
邪
の
予
防
対
策

◆
風
邪
を
引
い
た
ら
…
？
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年金住宅融資がより借りやすくなりました

(年2.58% ～　最高2,890万円)
年金住宅融資は、厚生年金保険の被保険者の皆さんが汪

宅を建てたりまたは住宅を改良するときに 年金積立金の

一部が住宅資金として還元融資される制度です。

○利用できる方

厚生年金保険に加入している方で、加入期間が３年以

上ある方。

○資金の使途

新築住宅、マンション、建売、中古住宅購入、住宅改

良資金

○融資金額

所要資金の80％以内で､加入期間などにより最高2, 890

万円まで

○融資利率

年2.58％～［平成10年10月16日現在］

○返済期間

５年から35年まで、「ステップ返済」も利用できます

【お問い合わせ先】

（社）青森県厚生年金勤労者住宅協会

爾0177-73-2077

三つ子の味覚百までメニュー募集

食習慣は幼児期にその基本が身に付くものであり、この

時期の味覚の形成は、生涯にわたる食生活に大きな影響を

与えます。

県では、地域の食材を活用し、うす味の食習慣を身に付

けることを目的としたメニュー集を作成することとし、目

的に合った献立を広く県民から募集します。

○献立応募内容等

(1)対象…幼児を対象としたもの

(2)内容…地域の食材を活かし栄養価に富んだまたは伝統

的な料理に工夫を凝らした、うす味の｢ おかず｣

または｢ おやつ｣。

○応募方法

所定の応募用紙に必要事項を記入し、１人分の料理を

盛り付けした写真１～２枚を同封のうえ、所轄する青森

保健所あてに郵送、または持参してください。

○応募締切

平成10年12月18日( 金) まで

○入選作品数

おかず部門24品、おやつ部門24品　計48品

※応募用紙は役場福祉課にあります。

【お問い合わせ先】

青森保健所U0177-41-81 16

報
情 局

第３号被保険者の届出もれはありませんか

厚生年金や共済組合に加入している配偶者に扶養されて

いる妻や夫は、国民年金の第３号被保険者になる資格があ

ります。

第３号被保険者の保険料は、配偶者が加入している年金

制度で負担するので、本人が納める必要はありません。ま

た、配偶者の保険料に、その分が上乗せされることもあり

ません。

しかし。第３号被保険者に該当した事を届出していない

と、保険料を納めていない期間として扱われ、将来、年金

が減額されたり、受ける権利を失うことになります。

また、配偶者が離職したときは、第３号被保険者だった

人も国民年金の第１号被保険者となり、保険料を納めてい

くことになります。そして配偶者が再就職したときは再び

第３号被保険者に該当した旨を届出ることになります。

これらの届出を忘れたままにしておくと、やはり保険料

の未納期間になってしまうので、注意してください。

お知らせ情報局 1

0

お知らせ

冬の交通安全運動期間です

12月11 日（金）～20日（日）

スローガ ン

「なれた道　 時間が変われば　 ちがう道」

運動の重点

○冬道の交通安全運転の推進

○飲酒運転の追放



開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　当

12/2 水 陶芸教室 中　央　 公　民　館 9 :00 中 央 公 民 館

６ 日 パッチワーク教室 // 10 : 00 //

７ 月 書道教室 μ 13 : 30 μ

９ 水 陶芸教室 /ﾉ 9 :00 //

12 土 第７回青森県チャレンジ・ザ・ゲーム 青　　　 森　　　 市 μ

14 月 幼児育児教室 中　央　公　 民　館 9 :00 福　　祉　　課

μ // 書道教室 μ 13 : 30 中 央 公 民 館

15 火 生活習慣病予防教室 郷 沢 自 治 会 館 17 : 30 福　　祉　　課

16 水 μ 阿 弥 陀 川 公 民 館 17 : 30 //

X7 // 陶芸教室 中　央　 公　 民　館 9 :00 中 央 公 民 館

21 月 乳児健診 μ 13 : 00 福　　祉　　課

// // 書道教室 μ 13 : 30 中 央 公 民 館

23 水 スキー場開き（開設期間12/23 ～3/22) ス　　キ　　ー　　場 社 会 教 育 課

X/ Z/ 陶芸教室 中　央　 公　民　 館 9 :00 中 央 公 民 館

12月行事予定表

児童川柳／行事予定表1
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１２　DECEMBER

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

役　　　場　27-2111

F A X　27-3255

教育委員会　31-3200

F AX　31-3201

卜 し セン　27-3010

ス キ ー 場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

中央公民館　　27-2076

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会27-2828

テレホンガイド

●
佳
作
　
さ
い
の
う
は
あ
た
ま
の
ど
こ
に
か
く
れ
て
る
　
　

３

年
　

高
田
　

圭
介

ど
う
ぶ
つ
の
か
め
の
こ
う
ら
は
あ
た
ま
か
な
　
　
３
年
　
松
本
　
怜
巴

あ
た
ま
は
ね
ず
の
う
を
か
く
す
は
こ
な
ん
だ
　
　

２

年
　

大
宮
由

紀
子

頭
は
ね
ね
て
い
る
と
き
に
休
め
る
よ
　
　
　
　
　

４

年
　

坂
本
友

紀
乃

わ
か
も
の
よ
金
を
つ
か
わ
ず
脳
つ
か
え
　
　
　
　

５
年
　

大
宮
亜

由
美

あ
た
ま
は
ね
つ
か
わ
な
け
れ
ば
い
み
が
な
い
　
　

５
年
　

山
本
　

陽
子

あ
た
ま
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
あ
る
よ
う
だ
　
　

３
年
　

古
村
　
　

正

あ
た
ま
に
は
い
ろ
ん
な
力
か
く
れ
て

る
　
　
　
　

３
年
　

佐
々
木
　

愛

あ
た
ま
に
は
し
ら
が
が
い
っ
ぱ
い
お
も
し
ろ
い
　

３
年
　

堀
　
　

洸

哉

あ
た
ま
に
は
い
ろ
ん
な
も
の
が
ふ
く
ま
れ
る
　
　

３
年
　

泉
　
　

和

希

あ
た
ま
に
は
い
ろ
ん
な
ひ
み
つ
か
く
れ
て
る
　
　

３
年
　

越
田
　

結
衣

あ
た
ま
に
は
し
ら
な
い
力
あ
る
ん
だ
よ
　
　
　
　

３
年
　

青
木
　
　

彬

あ
た
ま
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
い
っ
て
る
　
　

３
年
　

久
慈
　

直

美

勉
強
中
頭

が
コ
ン
ラ
ン
バ
ク
ハ
ツ
だ
　
　
　
　
　

５
年
　

青
木
　

香

織

し
っ
か
り
と
あ
た
ま
を
つ
か
っ
て
べ
ん
き
ょ
う
す
る
　

２
年
　

加
藤
　

制

覇

●
五
客
　
あ
た
ま
い
い
そ
う
い
う
ひ
と
に
な
り
た
い
な
　
　

３
年
　

田
中
　

駿

一

あ
た
ま
に
は
右
の
う
と
左
の
う
が
あ
る
ん
だ
よ
　

６
年
　

森
　
　

雅
樹

あ
た
ま
は
ね
ち
い
さ
な
ゆ
め
が
た
く
さ
ん
だ
　
　

３
年
　

八
戸
有
佳

李

お
と
な
り
の
み
せ
の
お
じ
さ
ん
あ
た
ま
い
い
　
　

３
年
　

三
浦
　

正
嗣

頭
に
は
ど
ん
な
未
来
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
　
　
　
　

６
年
　

福
井
　

沙

織

☆
人
位
　

あ
た
ま
は
ね
ゆ
め
の
く
に
へ
も
い
け

る
ん
だ
　
　

２
年
　

吉
崎
　

彩
奈

☆
地
位
　
頭
は
ね
き
お
く
し
て
お
く
た
ま
て
ば
こ
　
　
　
　

４
年
　

大
宮
　

由

子

☆
天
位
　
頭
の
中
は
未
知
の
世
界
に
あ
ふ
れ
て

る
　
　
　
　

６
年
　

松
本
　

健
吾

児
童
川
柳

第
11
回

題
　
「
頭
」

天
位
　
６
年

松
本
健
吾
く
ん

ペ
ン
シ
ル

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
さ
ん

今
回
は
、
一
一
四
頭
（
句
）
あ
り
ま
し
た
が
、
投
句
し

た
人
数
が
ち
ょ
っ
と
少
な
く
て
さ

び
し
か
っ
た
。
中
に
、
中
傷
的
（
人
を
き
ず
つ
け

る
よ
う
な
）
な
句
が
七
～
八
句
あ
り
ま
Ｌ

た
。
よ
そ
の
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
る
よ
う
な
川
柳
は
こ
の
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

川
柳
は
、
ド
ラ
マ
を
ぎ
ゅ
っ
と
ち
ぢ
め
た
も
の
で
、
読
ん
だ
あ
と
に
余
韻
（
よ

ん
だ
後
に

の
こ
る
な
に
か

。）

を
の
こ
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す

。

人
位
　

勉
強
し
て
オ
ト
ナ
に
な
っ
た
ら
、
今
は
夢
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で

す
よ

。

地
位
　
頭

が
「
た
ま
て
ば
こ
」
だ
っ
た
と
は
、
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
よ
く
気
が
つ
き
ま
し

た
。

天
位
　
頭
の
中
に
は
、
夢
も
希
望
も
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。
そ
の
夢
に
向
か
っ

て
が
ん
ば
れ
ば
き
っ
と
何
か
が
見
え
て
き
ま
す

。



東郡連合ＰＴＡ研究大会

あすなろ県民大学移動講座

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

(10月31日現在)

総人口　3, 733人

男　　1, 766人

女　　1, 967人

世帯数　1,093世帯

広
報

の
発
行

が
遅

れ

、
十

一
・
十

二

月
合

併
号
に

な

っ
た
こ

と

を
お
わ

び
し

ま

す

。

寅
年

も
あ
と

１
ヵ

月
余

り

、
新
し

い

年
は

卯
年
で

す

。

四

月

か
ら

広
報

を
担
当

し

、
毎
月

は

発
行
で

き

ま
せ

ん
で
し

た

が
お
付

き
合
い

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い
ま
し

た
。

来

年

も
頑
張

り

ま
す

の
で

、
身
近

な

話
題

や
写
真

な

ど
な

ん
で

も
結
構

で

す
の
で

お

知
ら

せ
く
だ

さ
い

。

編
集
後
記

み
～
つ
け
た

12

3

お誕生おめでとうございます

稲葉れいら　（ 谿 學 八

島倉‘羂ﾐ　 汗
静

和　
長男

坂本しょうたろう　　ﾘﾑ　幸翔太郎　（ みゆき　長男

ご結婚おめでとうございます

（木村　　 諭　 （広　　 瀬）

佐々木千春　 （青 森 市）

（太田　千之　 （瀬 辺 地）

成田　美紀　 （青 森 市）

（稲葉　正明　 （高　　 根）

三橋　明美　 （木 造 町）

（中川貴世仁　 （郷　　 沢）

村上　雪子　 （阿弥陀川）

おくやみ申し上げます

高田　き江　 （郷　沢　92歳）

坂本　三行　 （中　沢　74歳）

山舘金太郎　 （瀬辺地　78歳）

福浦竹次郎さん（瀬辺地）の盆栽、姫リンゴの木

です。姫リンゴは春に花を咲かせますが、リンゴの

実を付けながら、きれいな花も咲いていました。

この日は雪の降る寒い日でしたが、新しい葉も育

ち、つぼみもあって、見ているとまるで春が来たよ

うな気分でした。

み～つけた／戸籍の窓口 1

2

り
組
み
を
す
れ
ば
よ
い
か
』
の

研
究
主
題
で
意
見
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

午
後
の
あ
す
な
ろ
県
民
大
学

移
動
講
座
で
は
、
講
師
の
恵
泉

女
学
園
大
学
教
授
の
大
日
向
雅

美
さ
ん
に
よ
る
『
子
育
て
の
マ

ナ
ー
と
は
』
の
演
題
で
講
演
が

あ
り
、
出
席
者
は
自
分
の
子
育

て
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
講
演

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
に
東
郡
連
合
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
究
大
会
と
あ
す
な
ろ
県

民
大
学
移
動
講
座
が
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
か
れ
、
東
郡
小
・
中
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
約
四
百
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

午
前
は
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
表
彰

な
ど
の
開
会
行
事
の
後
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
『
家
庭
の

教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
た
め

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
ど
の
よ
う
な
取
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